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「
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
」

仙
北
市
長
　
門
　
脇
　
光
　
浩

　
新
春
を
迎
え
ま
し
た
。
辛
か
っ
た
こ

と
、
嬉
し
か
っ
た
こ
と
、
い
ろ
い
ろ
あ
っ

た
旧
年
は
も
う
過
去
の
で
き
ご
と
。
大

切
な
心
持
ち
は
「
今
年
は
ど
ん
な
年
に

な
る
の
か
」
で
は
な
く
、「
ど
ん
な
年
に

す
る
の
か
」
だ
と
思
い
ま
す
。

　
国
政
は
不
透
明
で
す
。
国
民
の
願
い

が
「
栄
光
よ
も
う
一
度
」
的
感
覚
だ
っ

た
ら
、
政
策
需
要
と
事
業
供
給
の
乖
離

は
、
ま
す
ま
す
拡
大
す
る
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
で
も
日
本
は
経
済
大
国
で

す
。
た
だ
し
品
格
を
問
わ
れ
た
ら
答
え

に
窮
し
ま
す
。
　
　

　
こ
れ
ま
で
の
常
識
・
価
値
観
か
ら
、

ど
れ
だ
け
早
い
ス
ピ
ー
ド
で
脱
却
で
き

る
か
、
国
に
と
っ
て
も
地
域
に
と
っ
て

も
、
再
生
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
は
意
識
転

換
で
し
ょ
う
。
経
済
も
人
口
も
縮
小
の

時
代
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
必
要
な
政
策

が
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
市
長
職
を
お
預
か
り
、
早
い
も

の
で
一
年
と
二
ヵ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

そ
の
間
、
記
録
的
な
猛
暑
、
ゲ
リ
ラ
豪

雨
、
米
価
の
下
落
…
。
毎
日
、
本
当
に

た
く
さ
ん
の
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
全
て
の
教
訓
は
必
ず
政
策
に
活
か

し
ま
す
。

  

今
年
は
、
市
民
分
権
の
仕
組
み
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。
昨
年
末
、
角
館
雲
沢

地
域
で
運
営
体
（
昭
和
の
大
合
併
以
前

の
町
村
単
位
の
市
民
団
体
）
が
立
ち
上

が
り
ま
し
た
。
市
内
九
地
域
の
う
ち
、

六
番
目
の
設
立
で
す
。
一
つ
の
運
営
体

に
多
く
の
団
体
・
集
落
が
参
加
し
、
地

域
再
生
や
防
災
な
ど
、
自
ら
の
発
案
で

事
業
を
決
定
す
る
仕
組
み
で
す
。
そ
の

財
源
と
し
て
市
が
上
限
五
〇
〇
万
円
ま

で
交
付
し
ま
す
。

　
市
議
会
で
議
論
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
市
民
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域

運
営
体
と
一
つ
に
な
り
、
見
守
り
・
防

災
・
ご
用
聞
き
活
動
な
ど
、
職
員
が
地

域
に
飛
び
出
す
サ
ー
ビ
ス
前
線
基
地
が

イ
メ
ー
ジ
で
す
。
こ
れ
ら
も
含
め
、
危

機
的
現
状
に
あ
る
地
域
の
存
続
に
向
け
、

取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

　
市
が
独
自
に
行
っ
た
高
齢
者
生
活
実

態
調
査
で
は
、
多
く
の
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
調
査
か
ら
生
ま
れ

た
各
種
政
策
、
そ
れ
に
所
得
を
確
保
す

る
た
め
の
農
林
業
で
の
独
自
支
援
策
、

観
光
「
田
沢
湖
・
角
館
」
統
一
ブ
ラ
ン
ド
、

起
業
家
育
成
、
電
気
自
動
車
実
証
実
験

な
ど
な
ど
…
。

　
職
員
と
共
に
、
皆
様
の
声
に
お
応
え

で
き
る
市
役
所
づ
く
り
に
邁
進
し
ま
す
。

　
お
一
人
お
一
人
の
思
い
が
叶
う
、
そ

ん
な
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。
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『クニマス』山梨県西湖で発見
田沢湖から運ばれた卵が繁殖か

　昭和 15 年、国策により玉川の水が田沢湖に
導入され、田沢湖だけに生息していたクニマ
スが、環境の変化により死滅して 70 年。昨年
12 月 15 日、『クニマス、山梨県の西湖で確認！』
のビッグニュースが飛び込んできました。
　これまでクニマス、田沢湖と関わりの深い、
三浦久さんと杉山早人さんに 12 月 16 日にお

話しを伺いました。
　市では、12 月中に、クニマスと確認した京
都大学の中坊徹次教授らを訪問して、確認の
お礼に伺ったほか、山梨県の富士河口湖町の
西湖などを訪れました。（詳細は、次号で紹介
の予定です）

　

ク
ニ
マ
ス
を
探
し
続
け
、
卵
が

送
ら
れ
て
い
た
と
い
う
富
士
五
湖

な
ど
を
訪
れ
て
い
た
故
三
浦
久
兵

衛
さ
ん
（
平
成
18
年
、84
歳
で
死
去
）

の
長
男
久
さ
ん
は
、
ク
ニ
マ
ス
生

存
の
知
ら
せ
を
聞
い
て
「
父
親
も
晩

年
は
あ
き
ら
め
て
い
た
の
で
本
当

に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
父
は
富
士

五
湖
を
５
回
ぐ
ら
い
は
訪
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
私
も
一
度
同
行
し

て
い
ま
す
が
、
今
回
ク
ニ
マ
ス
が

見
つ
か
っ
た
西
湖
に
は
残
念
な
が

ら
行
っ
て
い
ま
せ
ん
」
と
、
話
を

伺
っ
て
い
る
間
に
も
問
い
合
わ
せ

の
電
話
な
ど
で
大
忙
し
。

　
「
今
年
は
、
田
沢
湖
に
玉
川
の
酸

性
水
導
入
か
ら
70
年
の
節
目
の
年

で
し
た
。
さ
ら
に
、
６
月
に
は
み

ん
な
で
作
製
し
た
丸
木
舟
を
田
沢

湖
に
浮
か
べ
ま
し
た
。
そ
の
舟
の

名
前
も
『
ク
ニ
マ
ス
』
と
命
名
し
、

そ
し
て
年
末
に
は
ク
ニ
マ
ス
発
見

の
大
ニ
ュ
ー
ス
と
、
何
か
因
縁
の

よ
う
な
も
の
を
感
じ
ま
す
。

　

今
後
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
本

栖
湖
、
西
湖
を
訪
れ
、
実
物
の
ク

ニ
マ
ス
を
見
て
み
た
い
で
す
ね
。

ま
た
、
西
湖
の
漁
協
の
組
合
長
さ

ん
と
お
会
い
し
て
お
礼
を
言
い
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

最
後
に
、
三
浦
さ
ん
は
「
人
間

が
壊
し
て
し
ま
っ
た
環
境
を
で
き

る
だ
け
早
く
人
間
の
手
で
作
り
直

し
て
、
ク
ニ
マ
ス
が
田
沢
湖
に
戻
っ

て
来
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
に
し
て

行
く
活
動
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

クニマスが帰って
こられる田沢湖に

歴史や環境を大切
にする観光地に

　

表
紙
に
登
場
し
た
杉
山
さ
ん
は
、

工
房
「
北
の
仲
間
た
ち
」
を
主
宰
。

手
に
と
っ
て
ほ
っ
と
す
る
よ
う
な

土
鈴
を
中
心
に
作
品
づ
く
り
に
励

ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
田
沢
湖
に
生
命
を
育
む

会
の
事
務
局
長
と
し
て
田
沢
湖
を

玉
川
の
酸
性
水
を
導
入
す
る
前
の

湖
に
し
よ
う
と
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。

 　

今
回
の
ク
ニ
マ
ス
発
見
の
ニ
ュ
ー

ス
を
聞
い
て
、「『
ヤ
ッ
タ
ー
』
と
い

う
感
じ
で
す
ね
。
可
能
性
の
あ
る
こ

と
は
あ
き
ら
め
て
は
い
け
な
い
と
い

う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
奇
跡
的

な
こ
と
が
起
こ
っ
た
と
い
う
感
じ
で

す
。
こ
れ
ま
で
先
人
が
頑
張
っ
て
き

た
こ
と
が
報
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で

す
ね
」
と
、
興
奮
気
味
に
一
気
に

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
行
政
に
は
、
国
県
お
よ
び
関
係

機
関
と
の
調
整
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
外
か
ら
の
協
力
が
得
ら
れ
る

よ
う
な
体
制
づ
く
り
を
期
待
し
ま

す
。
ま
た
、
田
沢
湖
の
歴
史
、
環

境
な
ど
を
説
明
す
る
施
設
と
し
て
、

現
在
の
郷
土
史
料
館
の
充
実
が
必

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
市
へ

の
要
望
も
。

　
「
歴
史
や
環
境
を
大
切
に
す
る
地

域
は
観
光
地
と
し
て
魅
力
の
あ
る

と
こ
ろ
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
田

沢
湖
に
ク
ニ
マ
ス
が
戻
っ
て
く
る

に
は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
る
と

は
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で
に
水

槽
に
入
れ
て
展
示
で
き
る
よ
う
な

施
設
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
市
民
の
役
割
と
し
て
は
、
常

に
田
沢
湖
に
注
目
さ
せ
る
よ
う
な

仕
掛
け
づ
く
り
が
必
要
で
す
」
と

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

三浦  久さん
（潟字ヨテコ沢）

杉山早人さん
（生保内字造道）

クニマスの卵を送ったという資料など

人　モノ　自然

元気通信
ＧＥＮＫＩ‐ＴＳＵＳＨＩＮ



平
成
21
年
度
決
算
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

　
平
成
21
年
度
の
一
般
会
計

の
決
算
額
は
、
歳
入
総
額
の

２
０
４
億
６
５
３
３
万
８
千

円

に

対

し
、

歳

出

総

額

は

１
９
９
億
７
５
６
２
万
４
千

円
、

歳

入

歳

出

差

引

額

は

４
億
８
９
７
１
万
４
千
円
の
黒
字

で
、
翌
年
度
へ
事
業
を
繰
り
越
す

６
４
８
５
万
円
を
差
し
引
い
た
実

質
収
支
は
４
億
２
４
８
６
万
４
千

円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
予
算
額
に
対
す
る
決
算
額
の

比
率
は
、
歳
入
が
97
・
７
％
、
歳

出
が
95
・
４
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
の
決
算
に
つ
い
て

歳入総額　20,465,338千円

地方交付税 8,937,661千円（43.7％）

国庫支出金 3,163,188千円（15.5％）

市税 2,718,206千円（13.3％）

市債 2,128,800千円（10.4％）

県支出金 1,289,194千円（6.3％）

諸収入 882,029千円（4.3％）

地方消費税
交付金

289,466千円（1.4％）

使用料および
手数料

286,883千円（1.4％）

地方譲与税 254,246千円（1.2％）

繰越金 254,152千円（1.3％）

その他 261,513千円（1.2％）

・ 分担金および
負担金

108,067千円（0.5％）

・ 自動車取得税
交付金

51,152千円（0.3％）

・ 財産収入 44,530千円（0.2％）

・ 地方特例交付金 30,534千円（0.2％）

・ 繰入金 7,925千円（0.0％）

・ 利子割交付金 7,775千円（0.0％）

・ 交通安全対策
特別交付金

5,056千円（0.0％）

・ 寄附金 4,502千円（0.0％）

・ 配当割交付金 1,437千円（0.0％）

・ 株式等譲渡所得
割交付金

535千円（0.0％）

決算額（決算額構成比）

歳出総額　19,975,624千円

民生費 4,142,902 千円（20.7％）

公債費 3,297,247 千円（16.5％）

総務費 2,704,712 千円（13.5％）

教育費 2,606,428 千円（13.1％）

衛生費 2,078,897 千円（10.4％）

土木費 1,782,527 千円（8.9％）

農林水産費 1,488,561 千円（7.5％）

商工費 725,635 千円（3.6％）

消防費 716,528 千円（3.6％）

その他 432,187 千円（2.2％）

・ 議会費 178,129 千円（0.9％）

・ 労働費 155,606 千円（0.8％）

・ 災害復旧費 60,314 千円（0.3％）

・ 諸支出金 38,138 千円（0.2％）

決算額（決算額構成比）

歳出決算額を人口一人当たりで見れば

民生費　135,393円

子どもやお年寄りなど

の福祉のために

公債費　107,757円

市の借金の返済に

総務費　88,392円

行政運営のために

教育費　85,180円

学校などの整備や教育

振興のために

衛生費　67,940円

ごみ処理や市民の健康

のために

土木費　58,254円

道路や公園の整備など

まちづくりのために

農林水産業費
　　　　48,647円

農林水産業の振興と育

成のために

商工費　23,714円

観光や商工業の振興の

ために

消防費　23,417円

火災・自然災害などの

防災活動のために

その他　14,124円

人口　30,599人（平成22年3月31日現在）

●
問
合
せ
／

　
仙
北
市
財
政
課

　

（
43
）
１
１
１
３
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特別会計

会計名 歳入額 歳出額 差引額
集中管理 4,694,469千円 4,694,469千円 0千円
下水道事業 1,215,133千円 1,213,113千円 2,020千円
集落排水事業 493,530千円 493,473千円 57千円
浄化槽事業 97,729千円 97,641千円 88千円
国民健康保険（事業勘定） 3,837,931千円 3,804,122千円 33,809千円
国民健康保険（田沢診療施設勘定） 47,994千円 28,771千円 19,223千円
国民健康保険（神代診療施設勘定） 147,908千円 95,208千円 52,700千円
老人保健医療 30,059千円 30,094千円 △ 35千円
後期高齢者医療 269,902千円 269,057千円 845千円
介護保険 780,567千円 768,745千円 11,822千円
生保内財産区 167,855千円 119,645千円 48,210千円
田沢財産区 41,790千円 33,412千円 8,378千円
雲沢財産区 3,200千円 2,953千円 247千円
簡易水道事業 220,145千円 220,078千円 67千円

会計名 区分 収入額 支出額 差引額

病院事業会計（角館）
収益的支出 4,197,152千円 4,325,511千円 △ 128,359千円
資本的支出 142,951千円 230,191千円

病院事業会計（田沢湖）
収益的支出 1,003,397千円 1,046,961千円 △ 43,564千円
資本的支出 49,915千円 74,229千円

病院事業会計（合計）
収益的支出 5,200,549千円 5,372,472千円 △ 171,923千円
資本的支出 192,866千円 304,420千円

温泉事業会計
収益的支出 41,845千円 32,016千円 9,829千円
資本的支出 1,554千円

水道事業会計（上水道）
収益的支出 283,400千円 271,852千円 11,548千円
資本的支出 277,065千円 333,713千円

水道事業会計（簡易水道）
収益的支出 66,282千円 64,376千円 1,906 千円
資本的支出 5,829千円 11,445千円

水道事業会計（合計）
収益的支出 349,682千円 336,228千円 13,454 千円
資本的支出 282,984千円 345,158千円

企業会計

※収益的収支については、消費税および地方消費税を除く。

◆
基
金
現
在
高

　
25
億
８
２
６
８
万
５
千
円

　
財
源
不
足
へ
の
備
え
や
、
地

域
振
興
な
ど
の
特
定
目
的
に
活

用
す
る
た
め
の
積
立
金
の
現
在

高
で
す
。

◆
地
方
債
現
在
高

　
２
６
０
億
１
３
８
３
万
９
千
円

　
道
路
、
河
川
、
学
校
な
ど
の

施
設
整
備
の
た
め
に
借
り
入
れ

た
地
方
債
（
長
期
借
入
金
）
の

現
在
高
で
す
。

◆
財
政
力
指
数
　
０
・
２
７
９

　
財
政
力
を
表
す
指
標
で
、「
標

準
的
な
行
政
を
行
う
た
め
に
必

要
な
財
源
（
基
準
財
政
需
要
額
）

に
対
す
る
市
税
等
自
主
財
源（
基

準
財
政
収
入
額
）
の
割
合
）」
の

過
去
３
年
の
平
均
値
で
す
。「
１
」

に
近
い
ほ
ど
財
源
に
余
裕
が
あ

り
、
地
方
交
付
税
や
補
助
金
等

へ
の
依
存
度
が
高
い
ほ
ど
低
く

な
り
ま
す
。

　
仙
北
市
は
市
税
の
割
合
が
歳

入
の
13
・
３
％
で
県
内
の
多
く

の
市
町
村
と
同
様
に
、
地
方
交

付
税
等
へ
の
依
存
度
（
43
・
７
％
）

が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
経
常
収
支
比
率
　
92
・
２
％

　
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
表
す

指
標
で
、
市
税
や
地
方
交
付
税

等
の
一
般
財
源
を
人
件
費
や
扶

財
政
指
標
に
つ
い
て

広報せんぼく5

助
費
、
公
債
費
等
の
経
常
的
経

費
に
ど
の
く
ら
い
充
当
し
て
い

る
か
を
表
し
ま
す
。
こ
の
比
率

が
高
い
ほ
ど
、
公
共
事
業
等
の

臨
時
的
経
費
に
充
て
る
経
常
一

般
財
源
の
余
裕
が
な
く
、
財
政

は
硬
直
化
し
て
い
る
と
い
え
ま

す
。

　
仙
北
市
は
、
昨
年
度
（
92
・

７
％
）
と
比
較
し
て
０
・
５
％
改

善
し
て
い
ま
す
。

◆
実
質
公
債
費
比
率
　
20
・
４
％

　
標
準
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
た
め
の
財
政
規
模
（
標
準

財
政
規
模
）
に
対
す
る
公
債
費

（
地
方
債
の
償
還
金
、
下
水
道
や

病
院
等
の
元
利
償
還
金
に
対
す

る
負
担
金
、
繰
出
金
等
も
含
む
。）

の
割
合
で
す
。
こ
の
比
率
が
高

い
ほ
ど
、
財
政
の
硬
直
性
が
高

く
な
り
ま
す
。
18
％
未
満
が
望

ま
し
い
と
さ
れ
、
25
％
を
超
え

る
団
体
は
、
地
方
債
の
一
部
が

制
限
さ
れ
ま
す
。

　
仙
北
市
は
、
こ
れ
ま
で
の
病

院
事
業
会
計
へ
の
繰
出
金
や
下

水
道
、
道
路
等
の
施
設
整
備
に

充
て
た
地
方
債
の
償
還
が
ピ
ー

ク
の
時
期
を
迎
え
て
い
る
た
め
、

こ
こ
数
年
20
％
前
後
の
数
値
に

な
っ
て
い
ま
す
。

仙北市決算状況



市
民
の
皆
様
に
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す

　
平
成
20
年
11
月
17
日
、
会
計
検
査
院
に
よ
る
国
民
健
康
保
険
会
計
実
地
検
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
決
算
検
査
報
告（
平
成
21
年
度
）が
平
成
22
年
11
月
24
日
付
け
で
公
表
さ
れ
、

本
事
案
に
関
す
る
一
連
の
調
査
が
終
了
し
ま
し
た
の
で
、
市
民
の
皆
様
に
ご
報
告
い
た
し

ま
す
。
そ
の
前
に
、
皆
様
に
は
長
き
に
わ
た
り
ご
迷
惑
、
ご
心
配
を
お
掛
け
し
た
こ
と
に

つ
い
て
、
深
く
お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

国
保
調
整
交
付
金
調
査
委
員
会

の
設
置
に
つ
い
て

　
こ
れ
ま
で
の
経
緯
は
、
今
年
４
月

１
日
号
の
広
報
せ
ん
ぼ
く
紙
面
で
ご

報
告
し
た
と
お
り
、
平
成
15
年
度
お

よ
び
平
成
16
年
度
、
旧
角
館
町
で

行
わ
れ
て
い
た
不
適
切
な
事
務
処

理
に
よ
り
、
厚
生
労
働
省
へ
総
額

２
３
１
１
万
８
千
３
０
７
円
を
返
還

し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
本
事
案
に
つ
い
て
徹
底
調

査
・
検
証
を
行
い
、
原
因
を
究
明
す
る

と
と
も
に
、
再
発
防
止
策
の
検
討
を
行

う
た
め
、
３
月
29
日
に
石
山
副
市
長
を

委
員
長
と
し
、
仙
北
市
の
顧
問
弁
護
士

な
ど
10
名
に
よ
る
国
保
調
整
交
付
金

調
査
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
国
保
調
整
交
付
金
調
査
委
員
会
に

よ
る
調
査
お
よ
び
会
計
検
査
院
の
検

査
結
果
を
踏
ま
え
、
処
分
内
容
が
審
議

さ
れ
、
当
時
の
担
当
課
長
の
停
職
を
は

じ
め
、
12
名
の
職
員
に
つ
い
て
、
地
方

公
務
員
法
の
規
定
等
に
基
づ
く
処
分

を
行
い
ま
し
た
。

　
私
自
身
も
11
月
の
臨
時
議
会
で
ご
承

認
を
い
た
だ
き
、
給
与
減
額
と
い
う
か

た
ち
で
自
ら
を
律
し
ま
し
た
。

　
会
計
検
査
院
が
公
表
し
た
決
算
検

査
報
告
の
う
ち
、
旧
角
館
町
を
対
象
と

し
た
記
述
と
し
て
、「
普
通
調
整
交
付

金
の
実
績
報
告
等
に
当
た
り
、
保
険
税

の
収
納
割
合
を
事
実
と
相
違
し
て
高

い
割
合
と
し
た
た
め
、
交
付
額
を
過
大

に
算
定
し
て
い
た
」
と
あ
り
、
そ
の
結

果
２
年
間
で
総
額
１
５
５
９
万
円
が

過
大
に
交
付
さ
れ
て
い
た
と
あ
り
ま

す
。

　
市
で
は
国
保
調
整
交
付
金
調
査
委

員
会
の
調
査
報
告
を
受
け
、
市
民
の
皆

様
に
迷
惑
の
掛
か
ら
な
い
方
法
で
、
加

算
金
等
９
１
５
万
３
千
５
６
５
円
を

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
へ
補
填
す

る
と
説
明
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
10
月
25
日
付
け
で
副

市
長
を
会
長
と
し
た
「
仙
北
市
役
所
職

員
返
還
会
」
が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。
同

会
よ
り
市
に
対
し
、
補
填
す
べ
き
と
し

た
９
１
５
万
３
千
５
６
５
円
を
超
え

る
寄
附
の
申
し
出
が
あ
り
、
12
月
22
日

ま
で
に
９
３
９
万
３
千
８
６
０
円
の

寄
附
金
が
納
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
事
案
に
関
し
て
は
、
職
員
の
遵
法

意
識
の
希
薄
さ
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大

き
く
、
市
民
の
皆
様
に
多
大
な
ご
心

配
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
た
こ
と
は
誠

に
遺
憾
で
す
。
今
後
、
二
度
と
同
様
の

事
態
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
全
職
員

に
対
す
る
遵
法
意
識
の
徹
底
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
機
能
の
強
化
、
チ
ェ
ッ
ク
機
能

の
確
立
な
ど
の
再
発
防
止
策
を
講
じ
、

職
員
一
丸
と
な
っ
て
市
民
の
信
頼
回

復
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。
　

　
調
査
の
結
果
、
国
民
健
康
保
険
税
の

収
納
率
に
応
じ
て
、
交
付
率
が
変
動
す

る
調
整
交
付
金
の
減
額
を
避
け
る
目

的
で
不
適
切
な
事
務
処
理
が
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
職

員
に
よ
る
私
的
流
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
本
調
査
委
員
会
か
ら
は
、
加
算

金
７
５
２
万
８
千
３
０
７
円
に
加

え
、
時
効
の
成
立
に
伴
い
納
税
者
の

方
へ
再
請
求
で
き
な
い
減
額
さ
れ

た
調
定
額
の
う
ち
、
収
納
さ
れ
て

い
た
で
あ
ろ
う
と
想
定
さ
れ
る
額

１
６
２
万
５
千
２
５
８
円
は
、
国
民
健

康
保
険
加
入
者
に
対
し
て
負
担
が
及

ば
な
い
よ
う
に
す
べ
き
と
の
調
査
結

果
を
、
８
月
31
日
付
け
で
受
け
ま
し

た
。

会
計
検
査
院
に
よ
る
検
査
結
果

に
つ
い
て

仙
北
市
役
所
職
員
返
還
会
に

つ
い
て

関
係
職
員
の
処
分
に
つ
い
て

今
後
の
対
応
に
つ
い
て

仙
北
市
長

　
　
門
　
脇
　
光
　
浩
　

国
保
調
整
交
付
金
過
大
受
給
問
題
に
つ
い
て
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償却資産の申告書
の提出について

　前年中に、給与・賞与等の支払をした事業所は、受
給者が１月１日現在で居住している市町村に給与支払
報告書を提出していただくことになっています。
　　■提出期限　　平成 23 年１月 31 日（月）
　　■「総括表」と「個人別明細書  23  ｣ を一緒に
　　　提出してください。
　　■特別徴収と普通徴収を明確に分けてください。
　　※特別徴収と普通徴収の間に仕切紙などを入れ
　　　る、個人別明細書摘要欄に徴収区分を記載す
           る等
　　■前年度から引き続き特別徴収を希望する場合
　　　は、特別徴収義務者指定番号を必ず記入して
　　　ください。
　　■新たに特別徴収を希望する場合は、総括表右
　　　下の「22 年度分の特別徴収義務者指定番号」
　　　の欄に朱書きで「新規特別徴収希望」と
           記載してください。
　　■「総括表」と「個人別明細書」は各地域セン　
　　　ター・出張所・税務課窓口に備え付けてい　
　　　ますのでご利用ください。

事業主の皆さまへ
給与支払報告書（平成 22 年分）

の提出について
　お早めの提出をお願いします。

広報せんぼく7

　
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
は
、
来

年
５
月
31
日
ま
で
の
設
置
が
義
務

化
と
な
っ
て
い
ま
す
。
消
防
署
の

方
々
が
Ｐ
Ｒ
を
し
て
ま
す
が
、
仙

北
市
の
設
置
率
は
ま
だ
ま
だ
で
す
。

女
性
消
防
団
も
皆
さ
ん
に
呼
び
か

け
る
た
め
、
角
館
消
防
署
で
勉
強

会
を
開
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
私
た
ち
が
学
ん
だ
事
を

皆
さ
ん
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ど
こ
の
ご
家
庭
も
火
災
を
起
こ

さ
な
い
よ
う
に
努
め
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
で
も
実
際
は
、
住
宅
火

災
の
死
者
は
多
く
、
死
亡
原
因
は

夜
間
就
寝
中
の
逃
げ
遅
れ
に
集
中

し
て
い
ま
す
。
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
で
、
死
者
が
大
き
く
減

少
し
て
い
る
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
は
、
大

き
く
分
け
て
煙
式
と
熱
式
が
あ
り

ま
す
。
特
別
な
事
情
が
な
い
限
り

煙
式
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
煙
は

上
方
に
１
秒
間
約
３
０
０
ｍ
も
移

動
す
る
た
め
、
煙
式
は
熱
式
よ
り

も
早
く
火
災
を
知
ら
せ
ま
す
。
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
、
電
気
店
な
ど
で
購

入
で
き
、
共
同
購
入
の
方
法
も
あ

り
ま
す
。

　

取
り
付
け
は
、
①
寝
室
全
て
②

寝
室
が
２
階
の
場
合
、
階
段
へ
の

設
置
が
義
務
と
な
り
ま
す
。
ド
ラ

イ
バ
ー
で
簡
単
に
取
り
付
け
ら
れ

ま
す
が
、
天
井
に
取
り
付
け
る
場

合
、
で
き
る
だ
け
部
屋
の
中
心
に

付
け
て
く
だ
さ
い
。(

壁
か
ら
60
㎝

以
上
、
エ
ア
コ
ン
の
吹
き
出
し
口

か
ら
１
・
５
ｍ
以
上
離
す
こ
と)

　

一
番
注
意
し
て
欲
し
い
の
が
、

訪
問
販
売
。
消
防
署
な
ど
の
公
共

機
関
の
職
員
が
訪
問
販
売
を
す
る

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
つ
い
て
、

女
性
消
防
団
や
各
分
団
の
代
表
者

も
学
ん
で
い
ま
す
。
消
防
団
は
、「
自

分
た
ち
の
町
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

を
モ
ッ
ト
ー
と
し
た
地
域
の
防
災

リ
ー
ダ
ー
で
す
。
わ
か
ら
な
い
事

が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
声
を
か
け
て
く
だ

さ
い
。

　

大
切
な
命
と
自
分
の
命
を
守
る

た
め
の
備
え
に
、
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
な
た
は
自
宅
で
寝
て
い
る
時
、

火
災
に
す
ぐ
に
気
付
く
自
信
が
あ
り
ま
す
か
？

仙
北
市
女
性
消
防
団
員
に
よ
る
コ
ラ
ム

が
ん
ば
る
！
　

女
性
消
防
団

今
回
は
…
西
宮
三
春
さ
ん

　平成 23 年度の償却資産の申告時期になり
ました。事業で使われる償却資産を所有され
ている方は、賦課期日 ( 平成 23 年１月１日 )
現在所有の償却資産について、１月 31 日（月）
までに申告書の提出をお願いします。
◆申告義務者
　平成 23 年１月１日現在、仙北市内で工場
や商店などを経営していたり、駐車場やア
パートを貸し付けているなど、法人や個人で
事業を行っている方で「償却資産」を所有さ
れている方。
　法人や個人が事業を営むために所有してい
る構築物、機械、工具、器具、備品などの固
定資産を「償却資産」といい、土地・家屋と
同じく固定資産税がかかります。
　昨年申告された方には、申告書を 12 月下
旬に発送していますが、新規に事業を開始さ
れた方などお手元に届かない場合は、ご連絡
ください。
■提出期限　平成 23 年１月 31 日（月）

　提出・問合せ先
　　税務課  43 － 1117
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地域 の 話題

　12 月 12 日、雲沢集落セン
ターを会場に雲沢地域運営体
設立総会が開催されました。
　設立総会では事業計画およ
び予算の承認、役員の選出が
行われ、今年度から地域振興
のための事業を行う計画です。
　出席した市長が「雲沢地域
運営体が設立されたということは、雲沢という国が
できたことと同じです。地域振興のために有効な事
業を行ってください」と挨拶しました。
　雲沢地域運営体が設立されたことで六つの地域運
営体ができました。

　11 月 25 日、茨城県で開催された
商工会女性部全国大会（主張発表大
会）で、東北・北海道ブロック代表
として発表した浅利久美子さんが優
秀賞を受賞しました。
　「貴重な体験ができ、感謝してい
ます。これを機に女性部の団結力が
尚一層強くなった気がします。今後
も元気に活動していきます。応援あ
りがとうございました」

　12 月４日～６日、角館交流セン
ターで第 58 回世古寸喜展が開催さ
れました。同時に「晴陽会日本画展」

「パッチワーク・キルト展」も開催
され、たくさんのお客さんが鑑賞に
訪れました。
　小林和也代表より社会福祉協議会
へ、売り上げの中から 35 万円が寄
付されました。

Semboku  City  Public  Relations

商
工
会
女
性
部
全
国
大
会

浅
利
久
美
子
さ
ん
優
秀
賞

事
件
・
事
故
の
な
い
年
末
・
年
始
に

　

パ
ト
ロ
ー
ル
や
広
報
活
動

　事件・事故のない年末・年始を目
指し、市内各支部の防犯関係者や仙
北警察署員が「年末・年始の特別警
戒」として、ロックパトロールや金
融機関、コンビニ、飲食店等を巡回
し、強盗等被害防止広報活動や暴排
運動、未成年者に対する酒類等提
供の絶無など広報活動を実施しまし
た。（ 平 成 22 年 12 月 10 日 ～ 平 成
23 年１月３日）

第
58
回
世
古
寸
喜
展

      
会
場
は
大
盛
況

六つ目の地域運営体活動開始
雲沢地域運営体の設立総会

市
観
光
戦
略
会
議

提
言
書
ま
と
ま
る

　

こ
の
た
び
観

光
産
業
拠
点
特

別
区
観
光
戦
略

会
議(

佐
藤
貢

一
郎
会
長)

か

ら
市
に
、
観
光

振
興
策
へ
の
提

言
書
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

６
月
の
結
成
か
ら
３
回
の
会
議
の

他
、
分
科
会
を
経
て
提
出
さ
れ
た
提

言
書
に
は
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
、

誘
客
と
活
性
化
へ
の
15
項
目
の
内
容

が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　12 月５日付けで、河原田修氏
（角館町上菅沢）が仙北市教育委
員会委員に就任しました。

教育委員に
　河原田  修  氏

　12 月 12 日、田沢交流センター体育館で
田沢地区歳末たすけあい演芸会が開かれ、
園児からシニアまで自慢の芸を披露。ＮＰ
Ｏたざわ村主催の村民文化祭も開催され、
訪れた皆さんを楽しませました。

田
沢
地
区

歳
末
た
す
け
あ
い
演
芸
会

芸
自
慢
が
会
場
賑
わ
す



主　

催　

仙
北
市
伝
統
文
化
活
性
化
委
員
会

　
　
　
　

代
表  

大
山
文
夫   (

仙
北
市
芸
術
文
化
協
会
会
長
）

事
務
局　

一
般
財
団
法
人
民
族
芸
術
研
究
所

　
　
　
　
　
　

44-

３
９
０
３
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秋
田
の
女　

佐
藤
貞
子
と
の
出
会
い

　

十
八
歳
の
春
、
　
感
動　

の
二

文
字
を
求
め
、
日
大
芸
術
学
部
演

劇
学
科
へ
。
二
十
代
、
劇
団
新
人

会
で
怒
鳴
ら
れ
っ
ぱ
な
し
。
三
十

代
、
劇
団
前
進
座
で
修
行
と
全
国

巡
演
の
日
々
。
四
十
代
、
次
々
と

来
る
テ
レ
ビ
と
た
て
続
け
の
ひ
と

月
興
行
の
商
業
演
劇
に
出
演
。

　

五
十
代
目
前
に
情
報
過
多
悩
症

候
群
と
故
郷
秋
田
、
生
み
の
親
・

育
て
の
親
へ
の
郷
愁
に
襲
わ
れ
た

平
成
四
年
、
教
え
頂
い
て
い
る
秋

田
の
井
上
隆
明
先
生
か
ら
一
冊
の

本
『
佐
藤
貞
子
と
私
』（
佐
藤
章
一

著
）
と　

香
津
代
の
仕
事
だ
！　

の
手
紙
が
届
き
ま
し
た
。
一
気
に

読
み
、
ま
さ
に
感
動
。
秋
田
に
こ

ん
な
す
ご
い
女
性
が
い
た
と
は
！

　

す
ぐ
県
内
取
材
顕
彰
で
歩
き
ま

わ
り
、
秋
田
出
身
の
今
野
勉
先
生

に
脚
本
依
頼
。
ス
タ
ッ
フ
も
ほ
ぼ

秋
田
県
出
身
者
で
か
た
め
、
当
時

の
田
沢
湖
佐
藤
清
雄
町
長
の
ご
理

解
で
一
行
（
裏
方
・
表
方
）
が
町

で
合
宿
後
、
香
津
代
自
主
企
画
公

演
「
貞
子
」
が
秋
田
市
で
初
日
を

開
け
た
の
は
そ
の
二
年
後
。
秋
田

発
信
の
舞
台
は
東
京
公
演
・
全
国

公
演
へ
と
二
五
〇
ス
テ
ー
ジ
も
秋

田
弁
で
の
殴
り
込
み
公
演
を
し
、

「
秋
田
お
ば
こ
貞
子
」
を
く
っ
き
り

残
し
た
の
で
し
た
。

　

佐
藤
貞
子
、
そ
れ
は
私
に
と
っ

て
格
別
の
存
在
、
血
の
わ
き
た
ち

を
覚
え
る
人
物
で
す
。

佐藤貞子フェスティバル 
日　時　平成 23 年１月 23 日（日）
　　　　13:00 ～ 16:00
会　場　わらび劇場　入場無料
第１部　記念講演 浅利香津代
 　　　　「佐藤貞子の魅力 」
第２部　芸能発表  貞子にささぐ

シンポジウム「佐藤貞子と秋田民謡」
日　時　平成 23 年１月 15 日（土）
                  13:00 ～ 16:00
会　場　たざわこ芸術村 入場無料
　　　　ゆぽぽ本館「紫苑」

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
よ
り

かくのだて
Ｆ．Ｃ

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。今
年
も
か
く
の
だ
て
フ
ィ

ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
10 
月
、
茨
城
県
水
戸
市
に

あ
る
、映
画「
桜
田
門
外
ノ
変
」オ
ー

プ
ン
セ
ッ
ト
を
見
学
し
て
参
り
ま

し
た
。「
茨
城
県
の
観
光
誘
致
に
つ

な
が
る
映
画
を
地
元
主
導
で
作
り

た
い
」
と
地
元
有
志
約
10
名
が
準

備
を
始
め
、
残
っ
て
い
る
史
跡
が

活
用
で
き
、
ま
だ
映
画
化
さ
れ
て

い
な
い
と
い
う
テ
ー
マ
を
探
し
て

「
桜
田
門
外
ノ
変
」
に
決
定
。
佐
藤

純
彌
監
督
が
引
き
受
け
て
く
だ
さ

り
映
画
化
が
決
ま
り
ま
し
た
。   

　
当
初
京
都
が
ロ
ケ
地
と
し
て
挙

が
り
ま
し
た
が
「
ロ
ケ
地
は
水
戸

で
な
け
れ
ば
意
味
が
無
い
」
と
地

元
が
協
力
し
て
オ
ー
プ
ン
セ
ッ
ト

を
作
る
こ
と
を
提
案
。多
く
の
シ
ー

ン
が
茨
城
県
で
撮
れ
る
こ
と
を
強

く
ア
ピ
ー
ル
し
、
最
初
の
狙
い
通

り
、
地
元
主
導
の
映
画
が
作
ら
れ

る
こ
と
に
。
映
画
化
支
援
の
会
の

方
々
を
初
め
、
茨
城
県
民
の
熱
意

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
桜
田
門
外
周
辺
を
再
現
し
た
巨

大
オ
ー
プ
ン
セ
ッ
ト
は
完
成
度
が

高
く
、
迫
力
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
オ
ー
プ
ン
セ
ッ
ト
は
映
画
公
開

前
で
既
に
入
場
者
数
15
万
人
。
確

実
に
地
元
活
性
化
に
結
び
つ
い
て

い
る
よ
う
で
す
。

かくのだてフィルムコミッション

（仙北市観光課内）

TEL 43-3352　http://kakunodate-fc.jp/

　１月 23 日の「佐藤貞子
フェスティバル」で記念講
演をされる女優・浅利香津
代さんから、手記を寄せて
いただきました。

浅利  香津代 さん

貞子の心
ふたたび
秋田民謡を世に広め

その発展に大きく寄与した
佐藤貞子

没後 60年のいま改めて
その存在を見つめ直す

没後 60 年  秋田民謡の女王　佐 藤 貞 子

”

“

”

“
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地
域
や
関
係
者
が
連
携
し
、
内
陸

線
と
沿
線
地
域
の
活
性
化
に
向
け

た
多
様
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

お
り
、
そ
の
成
果
が
少
し
ず
つ
で

す
が
現
れ
は
じ
め
て
い
ま
す
。

  

秋
田
県
お
よ
び
仙
北
市
の
機
能
合

体
組
織
と
し
て
、
角
館
駅
前
蔵
内

に
広
域
的
な
観
光
情
報
の
提
供
と

と
も
に
、
着
地
型
旅
行
商
品
の
造

成
・
販
売
の
取
り
組
み
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
内
陸
線

お
よ
び
沿
線
の
地
域
資
源
を
活
用

し
た
商
品
化
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

  

近
年
、
国
内
外
の
観
光
客
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
特
に
、
台
湾
、
韓

国
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ジ
ア
か
ら

の
観
光
客
の
増
加
が
顕
著
と
な
っ

て
い
ま
す
。
韓
国
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ

地
と
し
て
当
地
域
が
紹
介
さ
れ
た

こ
と
や
海
外
へ
の
営
業
効
果
が
現

れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

  

内
陸
線
は
全
線
開
業
以
来
、
駅
舎

の
管
理
や
除
雪
な
ど
は
地
域
住
民

に
よ
る
駅
愛
護
会
活
動
と
し
て
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

  

存
廃
問
題
が
浮
上
し
て
か
ら
は
、

内
陸
線
を
守
る
会
を
は
じ
め
支
援

団
体
が
数
団
体
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
と
内
陸
線
の
活
性

化
を
一
体
的
に
進
め
よ
う
と
仙
北

市
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
秋
田
内
陸
沿

線
地
域
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
会
議

が
設
立
さ
れ
、
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
散
策
ル
ー
ト
の
構

築
、
食
や
伝
統
文
化
の
磨
き
上
げ

な
ど
、
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み

も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

仙北市・北秋田市合同特集

  

昨
年
２
月
、
会
社
、
秋
田
県
、
北
秋
田

市
及
び
仙
北
市
の
四
者
で
持
続
的
運
行

に
向
け
た
合
意
書
を
取
り
交
わ
し
ま
し

た
。
現
在
「
平
成
24
年
度
ま
で
に
経
常

損
失
２
億
円
以
内
」
の
目
標
に
向
け
た
、

様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

  

一
方
で
、
こ
の
合
意
が
存
廃
問
題
に

一
段
落
し
た
感
を
生
み
、
存
続
運
動
に

沈
静
化
が
み
ら
れ
る
と
い
う
指
摘
も
あ

り
ま
す
。
本
年
度
の
上
半
期
で
は
通
院
、

通
勤
、
買
物
な
ど
の
地
元
利
用
客
が
２

割
減
少
し
て
い
ま
す
。

  

内
陸
線
を
明
日
へ
つ
な
ぐ
た
め
に
は
、

地
元
の
積
極
的
な
利
活
用
を
基
礎
と
し

て
、
観
光
振
興
に
活
か
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

内
陸
線
の
近
況

  

内
陸
線
と
地
域
の

　 

活
性
化
に
向
け
て

Ｔ
・
Ｉ
・
Ｃ
（
ツ
ー
リ
ス
ト

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
）
が
着
地
型
旅
行
を
推
進

海
外
観
光
客
が
大
幅
増
加

支
援
の
輪
が
拡
大

市
民
の
力
で

地
域
の
レ
ー
ル
を
守
っ
て
い
こ
う
！0
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乗車人員 単位：人

803 661

5,457
4,570

0
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Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22

アジア観光客乗車実績 単位：人

30 億円

25 億円

20 億円

Ｈ 17 Ｈ 18 Ｈ 19 Ｈ 20 Ｈ 21 Ｈ 24 まで
の目標

経常損失額

乗車人員 単位：万人

11 月現在

アジア観光客乗車実績 単位：人
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昨
秋
、
田
沢
湖
～
角
館
～
西
木
～

阿
仁
マ
タ
ギ
間
の
内
陸
線
、
路
線

バ
ス
、
遊
覧
船
、
乗
合
タ
ク
シ
ー

が
２
日
間
乗
り
放
題
（
乗
合
タ
ク

シ
ー
は
１
回
）
と
い
う
、
県
内
初

の
周
遊
型
パ
ス
を
発
売
開
始
し
ま

し
た
。

  

周
遊
型
観
光
に
便
利
で
魅
力
あ
る

パ
ス
に
な
る
も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す
。
今
春
か
ら
は
、
大
手
旅
行

代
理
店
数
社
に
よ
り
全
国
発
売
も

開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

  

昨
年
12
月
４
日
に
開
業
し
た
東
北

新
幹
線
青
森
延
伸
に
合
わ
せ
て
「
北

東
北
・
函
館
フ
リ
ー
乗
車
券
」
が

Ｊ
Ｒ
よ
り
発
売
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

  

こ
の
フ
リ
ー
乗
車
券
の
中
に
内
陸

線
が
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
、

周
遊
型
観
光
が
活
発
に
な
る
も
の

と
期
待
さ
れ
ま
す
。

  
ま
た
、
秋
か
ら
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の

重
点
販
売
地
域(

ミ
ニ
Ｄ
Ｃ)

に
、

秋
田
県
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
地

域
が
一
体
と
な
っ
て
商
業
・
観
光

の
活
性
化
に
取
り
組
む
こ
と
が
よ

り
重
要
と
な
り
ま
す
。

車
、
利
用
し
や
す
い
旅
行
商
品
造

成
な
ど
収
入
増
の
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
経
費
節
減
の
一
環
と
し

て
、
人
件
費
の
見
直
し
や
、
今
春

の
北
秋
田
市
４
高
校
統
合
（
鷹
巣
、

鷹
巣
農
林
、
合
川
、
米
内
沢
が
統

合
し
、
秋
田
北
鷹
高
校
）
に
伴
う

需
要
の
変
化
に
応
じ
た
、
効
率
的

な
ダ
イ
ヤ
へ
の
見
直
し
も
検
討
し

て
い
ま
す
。

  

何
よ
り
も
、
内
陸
線
再
生
の
基
礎

と
な
る
の
は
地
域
住
民
の
皆
様
の

取
り
組
み
で
す
。

  

自
分
た
ち
の
鉄
道
だ
か
ら
自
分
た

ち
で
支
え
る
と
い
う
思
い
で
積
極

的
に
利
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
、
再
生
へ
の
道
に
な
り
ま
す
。

○補助金の条件
　秋田県内の町内会、自治会、子供会、婦人会、老人クラブ等に
　よる旅行
　内陸線の利用者が 10 人以上（実績）
○補助金
　運賃相当額の 1/2、片道 500 円／人が上限
　　　　　　　　　　　　　　　　　（往復利用の場合 1,000 円）
○期間　 ～ 平成２３年２月２８日まで
○交付申請書提出期限・手続き等 
　毎月末までに申請のあったものから順次交付決定を行います
○その他 
　申請が予算額を上回る場合は、予算の範囲内で調整することが
　あります。また、申請が予算額に達した時点で募集を終了します。
○お問合先 
　秋田県 建設交通政策課 交通政策班
　〒 010-8570 秋田市山王 4-1-1、6 Ｆ
　ＴＥＬ 018-860-1283　ＦＡＸ 018-860-3800
　ホームページ「Jango 鉄道」
　　　　　　　　http://common.pref.akita.lg.jp/jango/

 
４
遊
（
フ
ォ
ー
ユ
ー
）
パ
ス

が
全
国
発
売
へ

内
陸
線
を
含
む

Ｊ
Ｒ
フ
リ
ー
乗
車
券
の
発
売

会
社
の
収
益
増
加
と

経
費
節
減
対
策
へ
の

取
組
み

  

会
社
で
は
収
支
改
善
の
た
め
、
乗

車
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
企
画
列

 

今
こ
そ

　

地
域
の
支
え
が
必
要

「マイレールキャンペーン」
実 施 中

　

県
で
は
、
よ
り
多
く
内
陸
線
に

乗
車
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
補
助

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
内
陸
線

を
使
っ
て
旅
行
す
る
と
、
内
陸
線

運
賃
の
１
／
２
が
助
成
さ
れ
、
大

変
お
得
で
す
！
ど
う
ぞ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

グ
ル
ー
プ
で
乗
ろ
う
内
陸
線

　
　
　
　

団
体
利
用
補
助
制
度
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政策推進課
問合せ：  43-1241

「第2回仙北市将来ビジョン策定
委員会」を開催します

　仙北市を住みやすく魅力あるまちにするた

めの「仙北市将来ビジョン」に、市民の声を反

映させる目的で策定委員会による協議を行い

ます。

　会議は市民公開としますので、関心のある

方は気軽にお越しください。

◆日時　1月12日（水）18：10

◆会場　角館樺細工伝承館　研修室1

総務課
問合せ：  43-1111

まちづくり懇談会を開催します

　市長が地域に出向き、市民の皆さんと話し

合い、今後のまちづくりに反映させるため、

まちづくり懇談会を開催します。

　1 月は、次の3カ所で実施します。お誘い

あわせのうえご参加ください。

◆日時と会場

　1月19日（水）　前通会館

　1月20日（木）　鬼壁会館　

　1月21日（金）　山崎会館

　※時間はいずれも午後6時30分から　

環境防災課
問合せ：  43-3308

「消費生活相談窓口」へ
お気軽にご相談ください

　多重債務や悪質商法に関する被害や、訪問販売・

電話勧誘販売・通信販売における事業者とのトラ

ブルなど、身近な消費生活に関するさまざまな相

談を受け付けています。

　ご相談をうかがい、アドバイスや情報提供、ト

ラブル解決のお手伝いをします。消費生活の中で

困っていること、分からないことがありましたら、

お気軽にご相談ください。

　【消費生活相談窓口】

４３－３３０８

　「農業委員会委員選挙人名簿登載申請書」　につ

いて、申請資格該当者（選挙権を有する方：下記

要件）は、申請書に必要事項を記入のうえ集落推

進委員等へお届けくださるようお願いします。

「選挙権を有する方」

　次の要件をすべて備えていることが必要です。

1. 仙北市に住所を有すること。

2.年齢が平成23年3月31日現在で満20歳以上の人。

　（生年月日が、平成3年4月1日以前の方）

3. 次の事項のいずれかに該当すること。

　（1）経営主：10アール（1,000㎡）以上の農地に

　　　つき耕作の業務を営む人（経営移譲や農地

　　　等の生前一括贈与を行った場合は、受けた

　　　方が経営主となります。）

　（2）家族等：上記経営主の同居の親族また　

　　　はその配偶者で、おおむね年間60日以上

　　　実際に耕作に従事している人（自家農業従

　　　事日数のみでなく、雇用されて耕作に従事

　　　した日数も含みます。

◆提出期限　1月5日（水）まで集落推進委員へ

　お願いします。

◆提出先　集落推進委員、農業委員会、各地域セ

　ンター、各出張所

農業委員会
問合せ：  43-2209

選挙管理委員会
問合せ：  43-1150
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　「田沢湖・角館」を観光ブランドとするロゴ

マークの募集に、全国から214点の応募があり、

12月3日開催の選定委員会で、神戸市在住の田

中利夫さんのデザインに決定しました。今後、

このロゴマークは、仙北市が発行するポスター

やパンフレット等広く使用するほか、各種団

体や事業者の方々にも活用していただき、観

光のイメージアップを図っていきます。

　なお、このロゴマークを使用してくださる

方は、観光課へお問い合わせください。

「田沢湖・角館」観光ブランド
ロゴマークが決定しました。

  新春恒例となっている仙北市消防出初式が、1

月 6 日（木）に開催されます。当日は角館武家屋

敷から、角館庁舎・中町を通り、角館交流センター

まで消防団員、消防車両、音楽隊、女性消防団員の

カラーガードやバトンリングによる分列行進が

行われます。

　角館庁舎前では観閲や市長と消防団長による

餅まきが行われます。ぜひ、日夜仙北市の防火・

防災に努力している、仙北市消防団の応援にお越

しください。

◆開催日程　1 月 6 日（木）

　【団員集合】    9：00（桜並木駐車場）

　【人員報告】    9：10（角館武家屋敷道路上）

　【分列行進】    9：30

　【式　　典】   11：00（仙北市民会館）

　※分列行進道路沿いの皆さんは、ぜひ応援を

　お願いします。

仙北市消防出初式開催のお知らせ

市役所
角館庁舎

郵便局

角館交流
センター角

館
駅

↑

通行止め
片側通行

環境防災課
問合せ：  43-3308

◆交通規制　9：00 ～ 9：50 まで（分列行進の間）

　・車両通行止め：

　　　武家屋敷通り～角館庁舎～郵便局

　・片側通行：

　　　郵便局～駅通り～角館交流センター

　※周辺の皆さんには、大変ご迷惑をお掛けし

　ますが、ご協力をお願いします。

【コンセプト】

　二重丸は水深日本一の「田沢湖」と「田」の

文字を象徴しています。クランク状の角型は角

館の町並み枡形・屋敷などを象徴しています。

北北東の二重丸型へとつながりを一体化した形

は、伝統と未来を見据え、仙北を発信していく

湖底の化身を表現しています。金茶色は、感光

すると金色に観えることを意図しています。

観光課
問合せ：  43-3352
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子育て・健康・スポーツ掲示板

　市内5カ所の保育園に子育て支援センターがありま

す。子育て支援センターは、地域全体で子育てを支援す

る基盤づくりのため、次のような活動を行っています。

1. 育児不安等についての相談指導
　お子さんの発達や子育てに関する不安や悩みに関し

て相談を受け付けています。一人で悩まず、小さなこと

でもお気軽にご相談ください。

【電話や来園は月～金曜日の9：00～17：00。手紙・FAX 等

はいつでも】

2. 子育てサークル等への支援
　子育てサークルやボランティアの皆さんに活動の場

を提供したり、活動の支援をしたりします。興味のある

方はぜひご連絡ください。

3. 集いの広場の開設
　子育て中の親子同士が気軽に交流できる場として広

場を開いています。保育園に入園していないお子さん

と、お母さん、お父さんをはじめ、おばあちゃん、おじいちゃ

んなどどなたでも参加できます。なお、1月の予定は次

のとおりです。

　準備の都合上、参加される方は前日まで各保育園へご

連絡ください。

※持ち物等は各保育園にご確認ください。

だしっこルーム《生保内保育園内》
TEL 43-1025 　FAX 43-3256

「だしっこルーム」9：30～11：30

　12日（水）　お正月遊び・簡単おやつ作り
　19日（水）　育児相談・ 健康チェック（保健師より）
　26日（水）　誕生会

わかばルーム《神代保育園内》
TEL 44-2502 　FAX 44-2931

「わいわい広場」9：30～11：30

　11日（火）　雪遊び・身体測定
　18日（火）　雪遊び
　25日（火）　小麦粉粘土で遊ぼう

「赤ちゃん広場」9：30～11：30

　20日（木）　予防接種の受け方について（保健師
　　　　　　 より）・身体測定

いちごルーム《角館保育園内》
TEL 53-2918 　FAX 53-2919

「いちごルーム」9：30～11：00

　12日（水）　保育園で遊ぼう
　26日（水）　保育園で遊ぼう
※天気が良ければ雪遊びををしますので、防寒具を
持参してください。

なかよしルーム《にこにこ保育園内》
TEL 47-2525 　FAX 47-2323

「なかよしひろば」9：30～11：30

　12日（水）　健康チェック（保健師より）・保育園
　　　　　　 で遊ぼう
　19日（水）　栄養士のお話・ おやつを作って食べ
　　　　　　  よう
　26日（水）　雪遊びをしよう

さくらんぼルーム《ひのきない保育園内》
TEL 48-2345 　FAX 48-2525

「さくらんぼルール」9：30～11：20

　13日（木）　ホールで遊ぼう・身体測定
　20日（木）　誕生会をしよう
　27日（木）　鬼の面を作ろう

子育て支援センター
からのお知らせ

　子ども同士のふれあいやお母さん方の交流のた

め、健康管理センターのホールを開放します。

　お子さんを自由に遊ばせる広場としてお使いく

ださい。

◆日時　11日（火）、24日（月）　9：30 ～ 11：30

◆問合せ　仙北市保健課　  55-1112

おやこ
　交流広場

1月
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　認知症の方を自宅で介護されている家族の方々

は、大切な人だからこそ様々な悩みを抱えている

ことが多いと思います。「誰も理解してくれない」

「いつまで介護を続ければいいのか」など、その思い

は深く複雑ではないでしょうか。

　一人で抱え込んではつらい介護の悩みも、同じよ

うな経験をしている人どうしで、自由に話すと楽に

なります。あなたの参加をお持ちしています。

◆日時　1月17日（月）　10：00～11：30

◆場所　西木総合開発センター

◆内容　認知症の介護についてお互い話し合う

◆対象　認知症の方を介護している家族

◆問合せ　仙北市包括支援センター　  43-2283

認知症の方を考える家族の集い

日 対象児 会場
6日（木）　3歳児

　健康管理センター

　（角館）

13日（木）　10カ月児
14日（金）　2歳児歯科
20日（木）　1歳6カ月児
27日（木）　4カ月児

日 内容 会場
11日（火）　ポリオ 　田沢湖健康増進センター
17日（月）

　BCG・

　三種混合

　西木保健センター
18日（火） 　田沢湖健康増進センター
25日（火） 　健康管理センター（角館）

日 内容 会場
4日（火）

　母子手帳交付

　健康管理センター

　（角館）

12日（水）
18日（火）
24日（月）

7日（金）

乳児相談

　午前：7カ月児

　午後：12カ月児

日 時間 場所

26日（水）
10：00 ～ 12：00 　田沢湖総合開発

　センター13：00 ～ 16：00

●成分献血のため、ご協力できる方は、前もって時間

　の予約をお願いします。（1月20日（木）を目途に

　お願いします）

1月 ◆問合せ：仙北市保健課

　  55-1112
健康カレンダー健康カレンダー

乳幼児健診

乳児相談・母子手帳交付

予防接種

献血

なかよし教室

日 受付時間
26日（水）　9：30 ～ 10：00

冬季いきいき教室（運動教室）

日程 場所 内容

12日（水）
午前 田沢湖 　気功体操
午前 角館 　3Ｂ体操

21日（金）
午前 西木 　3Ｂ体操
午後 角館 　柴田先生

26日（水）午前 田沢湖 　気功体操

28日（水）
午前 田沢湖 　3Ｂ体操
午後 角館 　柴田先生

1月の休日歯科診療当番医1月の休日歯科診療当番医

1日
生和堂医院歯科 0187（87）3000
大仙市刈和野字清光院後15-2

2日
岡田歯科医院 0187（84）4108
美郷町六郷字馬町12

3日
くぼた歯科医院 0187（43）2233
仙北市田沢湖生保内字街道ノ上42-1

9日
ながさか歯科医院 0187（56）2255
大仙市長野字茶畑55-1

16日
こまい歯科医院 0187（62）4189
大仙市大曲上大町7-11

23日
たかはし歯科医院 0187（82）1118
美郷町境田字下八百刈218

30日
カワラダ歯科医院 0187（55）1188
仙北市角館町上菅沢164-2
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Culture＆ Books

　
新
潮
社
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
図
書
を
紹
介
し
ま
す
。

BOOKS

学
習
資
料
館

　
新
着
図
書

単
行
本

・
人
生
や
り
直
し
読
本
（
柳
田
邦
男
）

・
電
子
書
籍
奮
戦
記
（
萩
野
正
昭
）

・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
　
マ
リ
コ
の
場
合
（
安
部
結
貴
）

・
日
本
語
ほ
ど
面
白
い
も
の
は
な
い
（
柳
瀬
尚
紀
）

・
殺
人
者
は
い
か
に
誕
生
し
た
か
（
長
谷
川
博
一
）

・
終
電
車
な
ら
と
っ
く
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
（
フ
ジ
モ
ト

　
マ
サ
ル
）

・
フ
ァ
ー
ア
ウ
ト
（
マ
イ
ケ
ル
・
ベ
ン
ソ
ン
）

・
林
芙
美
子
　女
の
ひ
と
り
旅
（
角
田
光
代
／
橋
本
由
起
子
）

・「
戦
争
」
が
生
ん
だ
絵
、
奪
っ
た
絵
（
野
見
山
暁
治
）

・
戦
後
日
本
漢
字
史
（
阿
辻
哲
次
）

・
前
夜
の
航
跡
（
紫
野
貴
李
）

・
月
の
さ
な
ぎ
（
石
野
晶
）

・
ガ
ラ
シ
ャ
（
宮
木
あ
や
子
）

・
き
み
と
澄
む
こ
と
（
唯
野
未
歩
子
）

・
坂
も
の
が
た
り
（
藤
原
緋
沙
子
）

・
グ
ー
グ
ル
で
必
要
な
こ
と
は
み
ん
な
ソ
ニ
ー
が
教
え
て

　
く
れ
た
（
辻
野
晃
一
郎
）

・
本
当
の
仲
間
を
見
つ
け
る
た
め
に
（
江
原
啓
之
）

・
ネ
バ
ー
ラ
ン
ド
（
藤
野
千
夜
）

・
魔
王
の
愛
（
宮
内
勝
典
）

・
ね
む
り
（
村
上
春
樹
）

・
ど
ん
ぐ
り
姉
妹
（
よ
し
も
と
ば
な
な
）

・
３
３
３
の
テ
ッ
ペ
ン
（
佐
藤
友
哉
）

・
小
説
の
よ
う
に
（
ア
リ
ス
・
マ
ン
ロ
ー
）

新
書

・
茶
（
千
宗
屋
）

・
知
的
余
生
の
方
法
（
渡
部
昇
一
）

・
政
治
と
カ
ネ
（
海
部
俊
樹
）

・
速
記
者
た
ち
の
国
会
秘
録
（
菊
地
正
憲
）

・
さ
ら
ば
脳
ブ
ー
ム
（
川
島
隆
太
）

　
新
潮
社
文
庫
新
刊
も
多
数
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

ほ
か
た
く
さ
ん
の
新
着
図
書
が
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。

・
朝
青
龍
よ
く
似
た
顔
の
異
邦
人
（
木
村
理
子
）

・
栗
本
薫
・
中
島
梓
ジ
ュ
ネ
か
ら
グ
イ
ン
サ
ー
ガ
ま
で
（
堀

　
江
あ
き
子
）

・
ひ
き
こ
も
り
支
援
論
（
竹
中
哲
夫
）

・
お
し
ん
の
遺
言
（
橋
田
壽
賀
子
）

・
ガ
ラ
シ
ャ
（
宮
本
あ
や
子
）

・
逃
げ
る
中
高
年
、
欲
望
の
な
い
若
者
た
ち
（
村
上
龍
）

・
マ
リ
ア
ビ
ー
ト
ル
（
井
坂
幸
太
郎
）

・
根
津
美
術
館
（
世
界
文
化
社
）

・
だ
い
ち
ょ
う
が
ん
手
術
後
の
１
０
０
日
レ
シ
ピ

・
か
み
や
す
い
飲
み
込
み
や
す
い
食
事
の
く
ふ
う
（
女
子

　
栄
養
大
学
出
版
部
）

・
う
つ
症
状
ケ
ア
ブ
ッ
ク

BOOKS

田
沢
湖
図
書
館

　
新
着
図
書

ご存知ですか？

2011 大河ドラマ「江
ごう

」

　江姫の本を揃えました。

　ひと足早くお楽しみください。

　「江姫たちの戦国」田渕久美子

　「お江の方と春日局」植松三十里

　「浅井三姉妹　江姫繚乱」篠綾子

　※江姫を描くのは女流作家です。

PICK UP

TOPICS

サ
ン
タ
さ
ん
が
お
は
な
し
会

か
み
し
ば
い
と
お
は
な
し
の
会

　
12
月
11
日
、学
習
資
料
館
で
「
か

み
し
ば
い
と
お
は
な
し
の
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
サ
ン
タ
さ
ん

に
な
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

が
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
や
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
し
た
。
お

は
な
し
の
会
は
毎
月
開
催
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

◆
次
回
予
定
／
平
成
23
年
１
月
８
日
（
第
２
土
曜
日
）

　
午
前
10
時
～

TOPICS

三
味
線
と
キ
ー
ボ
ー
ド
が
お
話
や

紙
芝
居
、
手
話
と
コ
ラ
ボ

お
は
な
し
と
音
楽
の
玉
手
箱

　
12
月
４
日
、
田
沢
湖
図
書
館

で
「
お
は
な
し
と
音
楽
の
玉
手
箱
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
45
人
。
名
作
に
耳
を

傾
け
、
元
気
に
歌
っ
て
、
十
二
支

を
表
す
手
話
で
は
自
分
の
干
支
を

マ
ス
タ
ー
し
ま
し
た
。

　
最
後
は
、
三
味
線

伴
奏
で
「
赤
鼻
の
ト

ナ
カ
イ
」
を
合
唱
し
、

お
お
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
　

次は、春にお会い
しましょう。
お楽しみに！

学習資料館　 43-3333

1日（土）～3日（月）、10日（月）、11日

（火・振替休館日）、17日（月）、24日（月）、

31日（月）、2月1日（1月月末整理休館日）

イベント交流館　 43-3333

1日（土）～4日（火）、1月11日（火・振替

休館日）、17日（月）、24日（月）、31日（月）

田沢湖図書館　 43-1307

1日（土）～3日（月）、10日（月）、11日

（火・振替休館日）、17日（月）、24日（月）、

31日（月）

休
館
日

図
書
館
情
報
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INFOR
MATION

角
館
町
平
福
記
念
美
術
館

第
33
回
児
童
生
徒

県
南
美
術
展
開
催
中
！

　
今
年
で
33
回
目
を
む
か
え
た
児
童
生
徒

県
南
美
術
展
が
現
在
、
角
館
町
平
福
記
念

美
術
館
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
美
術
展
に
は
例
年
１
２
０
０
点
を

超
え
る
応
募
が
あ
り
、
今
年
も
県
南
７
市

町
村
（
仙
北
市
・
大
仙
市
・
美
郷
町
・
横

手
市
・
湯
沢
市
・
羽
後
町
・
東
成
瀬
村
）

の
小
・
中
学
校
１
０
１
校
か
ら
１
２
３
０

点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
力
作
は
１
月
27
日
（
木
）

ま
で
展
示
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。
仙
北
市
民
は
入
館
無
料
で
す
。

◆
問
合
せ
／
角
館
町
平
福
記
念
美
術
館

　

 

（
54
）
３
８
８
８

INFOR
MATION

西
木
公
民
館

藍
の
絞
り
染
め
教
室

　
藍
の
絞
り
染
め
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
春
に
藍
で
生
地
を
染
め
る
た
め
、
今

教
室
で
浴
衣
の
生
地
１
反
に
模
様
を
作
る

絞
り
を
行
い
ま
す
。
作
っ
た
生
地
は
浴
衣

だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
物
に
応
用
で

き
ま
す
よ
。

◆
日
時
／
２
月
４
日
・
２
月
18
日
・
３
月

　
４
日
　
※
い
ず
れ
も
金
曜
日

　
９
時
30
分
～
15
時
頃

◆
講
師
／
秋
田
県
立
博
物
館

　
宮
本
康
男
先
生

◆
会
場
／
西
木
公
民
館

◆
参
加
費
／
４
千
円
程
度
（
材
料
費
）

◆
定
員
／
16
人

◆
申
込
期
間
／
１
月
４
日
～
20
日

◆
申
込
先
／
西
木
公
民
館

　

（
47
）
３
１
０
０

お
知
ら
せ

INFOR
MATION

中
仙
芸
友
会

唄
と
踊
り
の
新
春
の
集
い

　
唄
と
舞
踊
、
か
わ
い
い
子
ど
も
た
ち
の

民
謡
踊
り
も
あ
り
ま
す
。
入
場
無
料
で
す
。

◆
日
時
／
1
月
30
日
（
日
）
11
時
～
15
時

◆
会
場
／
西
木
温
泉
ク
リ
オ
ン

◆
問
合
せ
／
中
仙
芸
友
会
（
村
上
）

　

（
57
）
２
４
２
５

　
ク
リ
オ
ン
　

（
47
）
２
０
１
０

INFOR
MATION

「
景
観
樹
木
」
保
護
の
た
め

車
の
迂
（
う
）
回
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

文
化
財
課
か
ら

TOPICS

高
橋
雄
七
氏
が

文
化
庁
長
官
表
彰

武家屋敷通線

日三市角館線

は重要伝統的建造物群保存地区です。市道

のご利用をお願いします。県道

横
町
橋

　
永
年
に
わ
た
り
、「
角
館
祭
り

の
や
ま
行
事
」
の
保
存
と
伝
承

に
尽
力
さ
れ
て
き
た
高
橋
雄
七

氏
（
71
歳
・
仙
北
市
角
館
町)

が
、

そ
の
功
績
を
認
め
ら
れ
文
化
庁
長

官
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

 

今
年
度
本
県
で
は
高
橋
氏
が
選

ば
れ
、
12
月
20
日
、
文
部
科
学
省

（
東
京
都
）
で
表
彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
高
橋
氏
は
、
旧
角
館
町
長
在
任

中
か
ら
角
館
の
お
祭
り
保
存
会
会

長
や
全
国
山
・
鉾
・
屋
台
保
存
連

合
会
理
事
を
歴
任
さ
れ
、
角
館
の

お
祭
り
の
「
国
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
」指
定
に
尽
力
さ
れ
る
な
ど
、

角
館
の
町
並
み
保
存
や
文
化
財
の

保
護
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
い

ま
す
。

  

毎
年
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
角
館
武
家
屋
敷
通
り

の
道
路
沿
い
は
、
桜
な
ど
の
景
観
樹
木
が
多
く
残
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
地
区
内
を
通
過
す
る
車
両
が
樹
木
に
触

れ
、
枝
が
折
れ
た
り
す
る
事
故
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

  

貴
重
な
文
化
財
を
保
護
す
る
た
め
、
県
道
日
三
市
（
ひ

さ
い
ち
）
角
館
線
を
ご
利
用
く
だ
さ
る
よ
う
、
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
合
せ
／
仙
北
市
文
化
財
課

　

（
43
）
３
３
８
４



講習・講座

イベントイベント

　市内求職者・転職希望者等の方を

対象に、セミナーを開催します。なお、

雇用保険受給者の方は、求職活動の

実績としてカウントが可能です。ぜ

ひ、ご参加ください。

「2月3月の採用時期に備える」
セミナー
　面接時にアピールできるマナーの

基礎や着付け技術等を習得し、再就

職を実現させましょう。特に、旅館・

ホテル関連への就職を希望される方

は必見です。

■日時　1月13日（木）、14日（金）、　

　17日（月）、19日（水）、21日（金）

　10：00 ～ 15：00

■会場　角館交流センター

　（角館町中菅沢77-30）

■定員　10人（応募多数の場合は選

　考）

■準備するもの　筆記用具、タオル

　5枚。（着物の着付けに必要な帯や

　着物は、当協議会で準備します。）

■申込期限　開催初日の約1週間前

　に受付締め切り

　セミナーの詳細は、ハローワーク

角館に設置している案内チラシや協

議会ホームページでも、ご覧になれ

ます。URL：http://koyou-semboku.jp/

■問合せ　仙北市雇用創造推進協議

　会（商工課緊急雇用対策室内）佐藤

　 55-4858　FAX 54-4102

受講無料！
セミナー参加者募集

　今年も田沢湖高原雪まつりが、下

記の日程で開催されます。

■期日　2月18日（金）～ 20日（日）

■内容　花火・けっちぞり・沢山の雪 

　像ほか盛りだくさん。ご期待くだ

　さい。

【第1回雪像コンテスト】

　・2月16日（水）～ 18日（金）の

　　3日間

　・1チーム4人で8チーム募集

【第2回けっちぞり世界大会 2011】

　・2月18日（金）：ダウンヒル

　・2月19日（土）：スラローム

　・1チーム3人のチーム戦：先着

　　30組　※必ず2日間参加。

　・個人戦：各日先着50人

○雪像コンテスト・けっちぞり世界

　大会の詳細については田沢湖観光

　協会ホームページに詳細をアップ

　します。

■問合せ　田沢湖観光協会

　 58-0063

田沢湖高原雪まつり開催

　田沢湖高原で雪と焚き火を楽しむ

アウトドア体験会を開催します。

　特別なスキー用具で、雪原を自由

に歩いたり滑ったりできるトレッ

キング的なネイチャースキー体験。

もっとゆっくり雪原を楽しみたい方

にはスノーシュー（西洋式かんじき）

を使ったスノートレッキング体験を

おすすめします。

　スノープログラムの後はインディ

アンテント“ティピー”の中で、焚き

火で焼くバウムクーヘン作り。熱々

の手作りバウムクーヘンが楽しめま

す。初心者やご家族での参加も歓迎

いたします。是非ご参加ください。

■対象　小学生以上　

■日時　1月16日（日）

　9：30 ～ 12：00

■場所　旧アッスルスキー場周辺

■内容　●ネイチャースキー体験・

　スノートレッキング体験（どちら

　か選択）

冬のアウトドア体験会

お知らせナビ
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　●バウムクーヘン作り

■参加費　2,000円（傷害保険料・レ

　ンタル料込み）

■定員　15人（先着順）

■申込み・問合せ

　（申込締切：1 月 13 日）

　仙北市営田沢湖キャンプ場

　 43-2990

角館キッズ学びぃ教室
（冬休み編）

　「友達と勉強したい」「宿題を早く

やってしまいたい」子どもたちの自

学自習を応援します。

　学校、家庭、地域の連携で子どもた

ちの学力、心力、社会力の向上を目指

す「楽しい学習オタスケマンの会」主

催11年目第18 回「角館キッズ学びぃ

教室（無料）」は冬休み中の下記の開

催です。

■期日　1月6日（木）～ 8 日（土）

　9：00 ～ 11：00

■会場　仙北市総合情報センター　

　（角館町田町上丁23）

■対象　仙北市内の全小中学生

※ 1日だけの参加も可。会場までの

送迎は各家庭でお願いします。安全

にお気を付けください。市民ボラン

ティアによる読み聞かせもあります。

■問合せ　事務局　草彅

　 53-2684

　教育委員会教育研究室

　 43-3387

「つるし雛飾り」
手づくり教室

　丸と四角い布だけで作れるちりめ

ん細工を繋げて、つるし雛飾りを作

りましょう。

■日時　1月18日（火）

　13：00 ～ 16：00

■場所　商工会かつらぎ

■材料費　2,000円

■持参するもの　布切ばさみ、縫い

　針、糸、毛糸とじ針、布用ボンド、糊

　ヘラ、　目打ち、定規、筆記用具

■申込・問合せ　中町さんさん

　増田昌子　 55-5503
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■試験区分・採用予定人員

　上級一般事務：1人

■受験資格

　①昭和56年4月2日から平成元年  

　　4月1日までに生まれた者

　②平成元年4月2日以降に生まれ

　　た者で大学卒または平成23年3

　　月卒業見込みの者

■試験日・場所（第1次試験）

　平成23年2月6日（日）10：00

　ノースアジア大学（秋田市下北手

　桜守沢46-1）

■申込用紙の請求　申込用紙は秋田

　県町村会総務課にあります。

■受付期間　1月5日（水）～24日（月）

※詳しくは、秋田県町村会ホームペー

ジをご覧ください。

http://www.akita-chosonkai.gr.jp/

■問合せ　〒 010-0951

　秋田市山王四丁目2番3号

　秋田県町村会　総務課　

　 018-862-3851

秋田県町村会事務局職員
（上級）採用試験受験案内

お知らせ

　行政相談委員は、総務大臣から委

嘱を受け、国の仕事などについての

苦情や意見・要望を受け付け、皆さん

と関係行政機関との間に立って、そ

の解決を図る、いわば「行政と住民の

パイプ役」です。

　仙北市の行政相談委員は次の3人

の方で、自宅で相談を受付けていま

すので、お気軽にご相談ください。

【行政相談委員】

◆難波　輝子　TEL 43-0782

　田沢湖生保内字水尻 7

◆大楽　進　TEL 53-2690

　角館町七日町 34

◆小西　範子　TEL 49-2154

　西木町上桧木内字中泊 97

【行政相談所開設】

◆ 1月12日（水）　13：00 ～ 16：00

　神代出張所

◆ 1月19日（水）　13：00 ～ 16：00

　田沢湖総合開発センター

■問合せ　仙北市総務課　 43-1111

行政に関する困りごとは
行政相談委員に

　社会福祉協議会では、相談援助活

動として心配事相談を行っています。

　地域や日常生活で抱える心配ごと

に相談員が適切な助言を行い、相談

内容によっては関係機関へ連絡をと

るなど、心配ごとの解決の手助けを

させていただきます。お気軽にご利

用ください。

◆ 12日（水）13：00 ～ 16：00

　神代出張所

◆ 13日（木）13：00 ～ 16：00

　社会福祉協議会角館支所

◆ 17日（月）10：00 ～ 12：00

　社会福祉協議会西木支所

◆ 19日（水）13：00 ～ 16：00

　田沢湖総合開発センター

◆ 27日（木）13：00 ～ 16：00

　社会福祉協議会角館支所

■問合せ　仙北市社会福祉協議会

　 52-1624

社会福祉協議会

1月の心配ごと相談日程

秋田県営農維持緊急支援資金
の貸付制度のご案内

　平成22年の春先の低温など異常気

象により、水稲を主体とした農作物が

大きく減収したことから、減収となっ

た農業者の平成23年の再生産に必要

な運転資金を確保し、経営の安定に資

することを目的として秋田県営農維

持緊急支援資金が創設されました。     

■貸付対象者　平成22年産農作物の

　販売収入が前年に比較して減少し

　た次の農業者等で、原則として米戸

　別所得補償モデル事業に加入して

　いる方。

　①農業者

　②農業法人、集落営農組織

■資金使途　平成23年の営農に必要

　な運転資金とし、既往借入金の借

　換えは含まないものとする。

■貸付利率等

　①貸付利率：0.00％（貸付利率 0.50％

　　ですが、仙北市では単独上乗せに

　　よる利子助成により、無利子とな

　　ります。）

　②利子補給方式：融資機関資金を

　　貸付原資とし、市町村を通じて

　　利子助成。

■貸付実行期間　

　平成23年1月1日～11月30日

　東北森林管理局は、国有林の管理・

経営に皆さんの声を役立てていくた

め、モニターを募集しています。

■募集人数　数十人程度

■任期　平成23年4月～平成24年3月

■内容　アンケートへの回答、国有

　林モニター会議への出席

※応募資格、応募方法など、詳しくは

お問い合わせください。

■問合せ　東北森林管理局

　国有林モニター係

　 018-836-2274

　FAX 018-836-2031

　http://www.rinya.maff.go.jp/tohoku/

平成23年度
「国有林モニター」の募集

剣道　1月5日（水）～9日（日）

　18：30 ～21：00 角館武道館

柔道　1月4日（火）～ 5日（水）

　9：00 ～12：00 角館武道館

合気道　1月20 日（木）

　19：00 ～角館武道館

弓道　大弓会1月1日新春奉納射会

　／ 13：00 ～神明社

　初射会／ 1月15日（土）

　9：00～16：00 角館武道館

空手（実践空手道武心会）

　1月9日（日）　

　9：00～17：00 角館武道館

■問合せ　武道協議会事務局　石川

　 54-3678（城南堂歯科）

■貸付限度額　

　　平成21年に比較した平成22年

　の農業粗収入（販売額）の減少額か

　ら他の災害資金や諸対策金額を控

　除した金額以内とする。

※貸付に関するご相談等詳しいこと

は、JA秋田おばこ各支店のほか各融

資機関にお問い合わせください。

平成23年寒稽古日程



●積雪が多くなると市内では雪下ろ

しの事故が多発します。作業の際は

次のことをお願いします。

①作業は家族、となり近所にも声を

　掛け2人以上で

②建物の周りに雪を残して雪下ろし

③命綱・ヘルメットなど安全対策を

④はしごは必ず固定

⑤作業は無理せず、自分の体調にあ

　わせて

⑥作業開始直後と疲れた頃は特に注

　意

⑦屋根の雪がゆるんだ時ほど要注意

●除雪用機械の取り扱いは安全に

①除雪機の雪詰まり除去は、エンジ

　ンを止めてから

③水路や道の路肩、くぼみなどには、

　転落・横転事故防止用の目印など

　を立てる

④急な発進・旋回をしない

●流雪溝の排雪口付近は滑りやすく

なっています。雪を捨てる時は、足

元を確かめ慎重に

■問合せ　仙北警察署　 53-2111

　仙北市環境防災課　 43-3308
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お知らせナビ

　農業機械に軽油を使用する場合、免税証と引き替えに軽油を引き取ること

により軽油引取税が免税となります。

　免税証の交付には申請が必要です。次の日程で申請を受け付けますので、

希望する方は必要書類を持参し各会場で申請手続きをしてください。

■申請日程

【田沢湖】1月25日（火）13：00 ～ 15：00　田沢湖総合開発センター

【角　館】1月26日（水）10：00 ～ 15：00　角館交流センター

【西　木】1月27日（木）10：00 ～ 15：00　西木総合開発センター

■準備するもの（個人申請の場合）

初めて申請する方 使用者証の有効期限

が平成23年中の方

使用者証の有効期限

が平成24年中の方

免税軽油使用者証 ○ ○

印鑑 ○ ○ ○

耕作証明書（農業委員会

発行）
○ ○ ○

平成22年中に購入した免

税軽油の納品書
○ ○

平成22年中の免税軽油の

引取に係る報告書
○ ○

秋田県証紙（400円） ○ ○

農業用機械の購入証明書 ○ ○※1 ○※1

農業生産施設の図面 ○※2 ○※2 ○※2

※ 1　機械に変更、追加がある場合

※ 2　農業用機械で農業用生産施設（ビニルハウス、畜舎等）の除雪を行う場合

　耕作証明書の発行は、申請受付会場でも行います。

　なお、共同申請の場合は、申請者全員の印鑑と耕作証明書が必要です。

■その他　上記の会場で申請できなかった方は、仙北地域振興局県税課窓口

　で、2月16日以降に申請くださるようお願いします。

■問合せ　秋田県仙北地域振興局　県税課　 0187-63-5222

農業用軽油の免税証交付申請受付について 雪の事故にご注意を

介
護
保
険
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
災
害
そ
の
他
特
別
の
事
情
が
な
く

介
護
保
険
料
を
納
期
限
ま
で
納
め
な

い
（
滞
納
）
で
い
る
と
、
滞
納
し
て

い
る
期
間
に
応
じ
て
次
の
よ
う
な
措

置
が
講
じ
ら
れ
ま
す
の
で
忘
れ
ず
に

お
納
め
く
だ
さ
い
。

①
１
年
以
上
滞
納
し
て
い
る
場
合
　

　（
償
還
払
い
化
）

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
と

き
の
自
己
負
担
が
通
常
１
割
の
と
こ

ろ
、
一
旦
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
10
割

（
全
額
）
を
支
払
い
、
後
日
保
険
者

へ
の
請
求
に
よ
り
９
割
相
当
分
の
払

い
戻
し
を
受
け
ま
す
。

②
１
年
６
カ
月
以
上
滞
納
し
て
い
る

　
場
合
（
一
時
差
止
）

　
①
に
よ
り
払
い
戻
し
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
費
用
を
一
時
差
し
止

め
ら
れ
た
り
、
住
宅
改
修
費
や
福
祉

用
具
購
入
費
に
係
る
給
付
費
も
一
時

差
し
止
め
に
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
滞
納
が
続
く
と
、
差
し
止

め
ら
れ
た
給
付
費
か
ら
滞
納
保
険
料

が
控
除
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

③
２
年
以
上
滞
納
し
て
い
る
場
合

　（
給
付
額
減
額
）

　
滞
納
し
て
い
る
期
間
の
長
さ
に
応

じ
て
、
自
己
負
担
が
３
割
に
引
き
上

げ
ら
れ
る
ほ
か
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
の
支
給
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎
満
65
歳
に
な
ら
れ
た
方
の
保
険
料

は
、
す
ぐ
に
は
年
金
か
ら
特
別
徴
収

（
天
引
き
）
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
当

分
の
間
納
付
書
で
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。

◎
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
た
め
に
便
利
な

『
口
座
振
替
』
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

手
続
き
は
各
金
融
機
関
（
秋
田
ふ
る

さ
と
農
協
金
沢
支
店
を
含
む
）
で
で

き
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
保
険
料
は
、
介
護

保
険
（
老
後
の
安
心
を
さ
さ
え
る
み

ん
な
の
制
度
）の
大
切
な
財
源
で
す
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
問
合
せ
／

　
介
護
保
険
事
務
所
　
保
険
指
導
班

　

 

０
１
８
７
（
86
）
３
９
１
１

介
護
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
…

　
広
報
せ
ん
ぼ
く
12
月
16
日
号
・
５
ペ
ー
ジ
の

民
生
児
童
委
員
・
中
嶋

子
さ
ん
の
電
話
番
号

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

（
誤
）（
53
）
２
６
５
９

↓

（
正
）（
53
）
２
８
１
９
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【冬期間営業のお知らせ】

◆冬期営業日　12月～平成23年4月上旬の期間中、土・

　日・祝日およびお正月・春休み期間のみ営業

◆営業時間　10：00 ～ 16：00

株式会社　アロマ田沢湖　 43-2424

西木温泉　クリオン　 47-2010

【クリオンからのお年玉！ 2011年新春特別企画】

　1月1日（土）～ 3日（月）9：00 ～

①入湯回数券販売！

　回数券 12 枚綴り通常 4,000 円を 3,000 円で販売。

②お楽しみ抽選会！

　入湯・お食事・お買い物各 1,000 円ごとに 1 回抽選。

※入湯回数券の購入は対象となりませんのでご了承く

ださい。

※お楽しみ抽選会はなくなり次第終了となります。

③お買い得！特典付き福袋販売！

【レストラン「かたくり」新春祝い！新年振舞酒】

　1月1日（土）、2日（日）の二日間限定。お食事をされ

た方に振舞酒をご用意。お楽しみください。

●年末年始は休まず営業。12月31日（金）から1月3日

　（月）までは通常営業と異なります。詳しくは、お問い

　合わせください。

株式会社　西宮家　 52-2438　

　元旦も休まず営業。レストラン北蔵・米蔵をご利用

のお客様に「御年賀」をプレゼント！（無くなり次第終了）

【レストラン北蔵】

　「振舞酒」…三箇日限定

株式会社　花葉館　 55-5888

【沖縄料理フェア】
　1月21日（金）18：30 ～

　お一人様 4,200円（税込）　飲み放題

【メンテナンス休館日】

　1月25日（火）～ 27日（木）



【仙北市社会福祉協議会へ寄付】
久米カヤ ( 生保内字武蔵野 )　
よねや商事㈱
三浦時男 ( 潟字ヨテコ沢 )

(11 月受付分 )
      敬称略

ありがとう
　　   ございます

善  意

　おたんじょうおめでとう  〈氏名（保護者）住所〉

おくやみもうしあげます  〈氏名（年齢）住所〉

 　　　　　　　　　　　   
  人口　　３０，３８４人　　（－４５）　（－４２１）
  （男）　　１４，２５２人　　（－２５）　（－２０１）
  （女）　　１６，１３２人　　（－２０）　（－２２０）
  世帯数　１０，８２１世帯　（＋　７）　（±　　０）

       

（前月比）　（前年同月比）人口の動き 11 月   

  出生１１人　死亡３５人 　 転入３１人　転出５２人　

戸籍の窓口から
11 月届出分・敬称略

𠮷村  佐一  (93) 生保内字牛沢

大沢  スヱ  (93) 生保内字武蔵野

三浦  マサヨ (101) 潟字ヨテコ沢

佐 田  代志 (83) 田沢字日渡

千葉  司朗  (88) 田沢字寺下

伊藤  カツ  (84) 小松字本町

津島  岩之城  (90) 神代字国館

三浦  靜以  (77) 神代字街道南

大石  トモヱ  (97) 梅沢字森腰

大石  定吉  (91) 梅沢字柏木

田村  八郎  (77) 梅沢字西田

【仙北市へ寄付】
　石村邦子 ( 神奈川県平塚市 )
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大和田  蓮
れ ん と

斗  ( 利行 ) 生保内字大川端

田口  恭
きょうご

瑚  ( 祐司 ) 生保内字武蔵野

石田  抽
ぬ う

宇  ( 展之 ) 生保内字武蔵野

中本  唯
い ち か

千椛  ( 貴之 ) 田沢字鎧畑

佐藤  綺
あ や ね

音  ( 真 ) 角館東前郷字柳持

佐藤  英
え い た

太  ( 克彦 ) 上野

佐藤  優
ゆ う し

志  ( 和行 ) 西勝楽町

鈴木  莉
り こ

心  ( 信彦 ) 白岩前郷

佐々木  華
か こ

子  ( 徹 ) 広久内大川原

谷  爽
そ う た ろ う

太郎  ( 嘉久 ) 門屋字屋敷田

近藤  進  (59) 卒田字黒倉

竹内  ヨシヱ  (99) 表町上丁

水戸谷  みい  (76) 表町下丁

安士  正太郎  (72) 西勝楽町

千葉  和子  (80) 西長野古寺

千葉  善十郎  (90) 西長野古寺

石川  隆之助  (88) 西長野八百刈

三浦  時次  (76) 雲然山崎

松岡  次郎  (81) 白岩前郷

藤原  早子  (73) 薗田板井村

髙村  司  (62) 広久内下タ町

小松  昭二 (83) 広久内小山下

橋本  マサ子  (72) 上桧木内字東下戸沢

石橋  ミキ  (80) 上桧木内字宮田

田代  五女  (92) 桧木内字吉田

村上  キヌ  (78) 桧木内字松葉

工藤  正一  (75) 上荒井字仁平

門脇  万里子  (54) 小山田字沢口

佐藤  キヨ子  (86) 門屋字入江

長澤  隆一  (74) 上荒井字田屋

伊藤  茂  (85) 上荒井字寺村

門脇  ミヨ子 (70) 上荒井字寺村

　シルバー人材センターの会員の方々
が、地域社会に貢献を目的に行われて
いる奉仕活動。今年は 10 月 27 日に
は中央班、11 月 18 日は北部班が、桧
木内川堤左岸を中心に枝の除去、ゴミ
拾いなどを行いました。
　おかげで多くの観光客に、綺麗な桜
をお見せできます。

今年も桜の手入れ作業
シルバー人材センター会員

  第 48 回
秋田県老人クラブ大会
当市個人、団体が表彰

　11 月 11 日、秋田市で行わ
れた第 48 回秋田県老人クラブ
大会で当市の老人クラブ、会
員が表彰を次のとおり受けま
した。（敬称略）

◆
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長

表
彰　

活
動
賞　

角
館
町
地
区
老

連　

川
崎
ク
ラ
ブ
（
田
口
実
会
長
）

◆
秋
田
県
知
事
表
彰

西
木
町
地
区
老
連
女
性
部
長　

齋

藤
恭
子

◆
秋
田
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会

長
表
彰
〈
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労

者
〉
田
沢
湖
地
区
老
連　

荒
町
金
勢

ク
ラ
ブ
会
長　

藤
井
宏
一

◆
秋
田
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会

長
表
彰
〈
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
〉
角
館

町
地
区
老
連　

中
川
寿
会　
（
黒
沢

亀
雄
会
長
）

左から藤井さん、　齋藤さん、黒沢さん 田口さんと奥様



1

2

3
4
5

6
仙北市消防出初式
・分列行進　■時間　9：30
　■場所　角館町武家屋敷～角館交流センター
・式典　■時間　11：00　■場所　仙北市民会館

7 仙北市新春書初大会
■時間　9：00 ～（受付）　■場所　角館交流センター

8
9

10
11

12

仙北市将来ビジョン策定委員会
■時間　18：10　■場所　角館樺細工伝承館

行政相談所開設
■時間　13：00 ～ 16：00　■場所　神代出張所

社会福祉協議会・心配ごと相談日
■時間　13：00 ～ 16：00　■場所　神代出張所

13
社会福祉協議会・心配ごと相談日
■時間　13：00 ～ 16：00　
■場所　社会福祉協議会角館支所

14
 15 シンポジウム「佐藤貞子と秋田民謡」

■時間 13：00 ～ 16：00　■場所　たざわこ芸術村

16
仙北市民会館自主事業「奄美の島唄」
■時間　13：30　■場所　仙北市民会館

冬のアウトドア体験会
■時間　9：30 ～ 12：00　
■場所　旧アッスルスキー場周辺

17
認知症の方を考える家族の集い
■時間 10：00 ～ 11：30　■場所　西木総合開発センター

社会福祉協議会・心配ごと相談日
■時間　13：00 ～ 16：00　
■場所　社会福祉協議会西木支所

18 「つるし雛飾り」手作り教室
■時間　13：00 ～ 16：00　■場所　商工会かつらぎ

19

まちづくり懇談会
■時間　18：30　■場所　前通会館

行政相談所開設
■時間　13：00 ～ 16：00　
■場所　田沢湖総合開発センター

社会福祉協議会・心配ごと相談日
■時間　13：00 ～ 16：00　
■場所　田沢湖総合開発センター

20 まちづくり懇談会
■時間　18：30　■場所　鬼壁会館

仙北市の
行事予定 1日（土）～ 20日（木）

1月
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成人の日

土
元旦

▼年内最後の編集作業を終え、皆様

に新年号をお届けいたします。今号

もお知らせしたい情報がたくさんで

した。取材先でおじゃました皆様あ

りがとうございました。予定ページ

内に納めるために苦労しました。お

正月にゆっくりと読んでもらえるで

しょうか。（ーー）　 ▼ 2010 年は広

報の編集体制が、DTP の導入や月２

回発行など大幅に変わった年でした。

広報編集委員の皆さんなどから意見

をもらい、少しずつですが、読みや

すい広報になってきたかなと思いま

す。2011年はもっとスキルアップ

し、読みやすい広報をお届けしたい

と思います。（１０）　 ▼昨年末には

「クニマス発見！」のビッグニュース

にびっくり。田沢湖やクニマスに関

わってきたお二人に早速お話しをお

聞きし（3Ｐ参照）、改めてその存在

の貴重さがわかったような気がしま

す。国策とはいえ、70 年前に田沢湖

から貴重な種が失われた事実。この

後、どうしていくのか。行政にとっ

て大きな宿題が課せられたような気

がします。（☆☆）

編集後記

○○のつぶやき




	H23-1-1号
	kouhou

